
特集 　　広報紙で振り返る南会津町の 20 年
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広
報
紙
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振
り
返
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南
会
津
町
の
20
年

平
成
20
年
９
月
24
日

泉
崎
村
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結
〞
協
定
締
結

平
成
18
年
７
月
１
日

南
会
津
町
合
併
記
念
式
典
挙
行

▼
町
民
憲
章
、
町
章
、
町
の
花・
木・
鳥
を
制
定

平
成
18
年
３
月
20
日

南
会
津
町
誕
生

平
成
20
年
３
月
21
日

上
郷
小
学
校
閉
校

平
成
19
年
７
月
１
日

平
成
19
年
１
月
５
日

㈱
南
会
津
観
光
公
社
設
立

南
郷
ト
マ
ト
が
地
域
団
体
商
標
に
登
録
認
定

平
成
19
年
８
月
30
日

尾
瀬
国
立
公
園
に
帝
釈
山・
田
代
山
が
指
定

20072007
≪平成19年度≫≪平成19年度≫

平
成
20
年
９
月
21
日

国
道
２
８
９
号「
甲
子
道
路
」
全
線
開
通

平
成
20
年
４
月
７
日

平
成
20
年
４
月
28
日

舘
岩
小
学
校
開
校

南
会
津
町
観
光
協
会
発
足

20082008
≪平成20年度≫≪平成20年度≫

20062006
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20102010
≪平成22年度≫≪平成22年度≫

平
成
21
年
４
月
１
日

南
会
津
町
商
工
会
開
所

20092009
≪平成21年度≫≪平成21年度≫

平
成
21
年
10
月
16
日

平
成
21
年
11
月
30
日

平
成
22
年
２
月
10
日

国
道
４
０
０
号
田
島
バ
イ
パ
ス
開
通

町
道
唐
沢
線
開
通

南
会
津
町
消
防
団
が
日
本
消
防
協
会「
表
彰
旗
」
を
受
賞

平
成
22
年
４
月
１
日

み
な
み
や
ま
観
光
㈱
設
立

平
成
22
年
10
月
20
日

道
の
駅「
番
屋
」
開
駅

20112011
≪平成23年度≫≪平成23年度≫

平
成
22
年
11
月
12
日

平
成
23
年
３
月
11
日

平
成
23
年
３
月
31
日

第
22
回
全
国
消
防
操
法
大
会
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で

田
島
支
団
第
１
分
団
第
６
部（
田
部
）
が
10
位
入
賞

東
日
本
大
震
災
発
生

ひ
か
り
保
育
所・
檜
沢
保
育
所・
荒
海
保
育
所
閉
所

平
成
23
年
４
月
５
日

平
成
23
年
６
月
20
日

び
わ
の
か
げ
保
育
所
開
所

前
沢
地
区
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定

平
成
23
年
７
月
29
日

新
潟 

・
福
島
豪
雨
災
害
発
生

平
成
23
年
８
月
23
日

平
成
24
年
３
月
27
日

南
会
津
ふ
る
さ
と
物
産
館
オ
ー
プ
ン

南
郷
第
一
小
学
校
閉
校

　
平
成
18
年
３
月
20
日
に
南
会
津
町
が
誕
生
し
て
か
ら
20
年
―
。

　
皆
さ
ん
は
、
こ
の
20
年
間
ど
ん
な
時
間
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
か
？

　
今
月
号
で
は
、
南
会
津
町
の
20
年
間
の
歩
み
を
、
こ
れ
ま
で
に
発
行
し
て
き
た「
広
報
み
な
み
あ

い
づ
」
で
振
り
返
り
ま
す
。

平成 23年 4月号　広報みなみあいづ

0203

広報みなみあいづ　平成 23年 4月号

東 日 本 大 震 災

　
町
で
は
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
た

め
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
寝
具
や
衣

類
等
の
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
た
く
さ
ん
の
物
資
が
集
ま
り
、

避
難
者
ら
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
地
区
や
各
種
団
体
、
個

人
の
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
義
援
金
が

寄
せ
ら
れ
、
町
で
は
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
を
日
本
赤
十
字
福
島
県
支
部
に

届
け
ま
し
た
。

　
田
島
出
身
で
千
葉
県
に
お
住
ま
い

の
樋
口
ま
な
み
さ
ん
は
、
南
会
津
町

　
幸
い
南
会
津
町
は
被
害
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
震
直

後
は
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
燃
料

が
手
に
入
り
に
く
く
な
り
、
路
上
に

は
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
よ
う
と
す
る
車

で
長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
部
の
食
料
品
や
紙
お
む

つ
な
ど
も
購
入
で
き
な
く
な
り
、
不

便
な
生
活
に
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。

　
当
た
り
前
の
生
活
が
、
実
は
と
て

も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　
町
で
は
、地
震
発
生
の
翌
日
か
ら
、

多
く
の
方
々
に
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
炊
き
出
し
を
行
い
、
毎
日
、
被
災

地
に
お
に
ぎ
り
を
届
け
た
ほ
か
、
鏡

　
平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46

分
、
国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
．
０
と
い
う
巨
大
地
震

が
東
北
地
方
で
発
生
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
地
震
そ
の
も
の
に
よ
る

被
害
も
大
変
な
も
の
で
し
た
が
、
地

震
で
発
生
し
た
大
津
波
に
よ
り
、
太

平
洋
沿
岸
の
市
町
村
は
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
地

震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、今
な
お
、

予
断
を
許
さ
な
い
福
島
原
子
力
発
電

所
の
放
射
能
漏
れ
・
・
・

　
地
震
発
生
１
週
間
後
の
３
月
18
日

に
は
死
者
が
６
，９
１
１
人
に
上
り
、

平
成
７
年
１
月
に
発
生
し
た
阪
神･

淡
路
大
震
災
を
超
え
る
戦
後
最
悪
の

自
然
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
死
者
数
は
、
日
に
日
に
増
え
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
被
害
に

遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

戦
後
最
悪
の
自
然
災
害

多
く
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
た

当
た
り
前
の
生
活
が

　
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
・
・
・

被
災
者
支
援
の
た
め
町
民
活
躍

石
町
へ
給
水
車
で
水
を
運
び
ま
し

た
。

　
南
会
津
建
築
士
会
で
は
、
震
災
直

後
、
県
南
地
区
に
被
災
建
築
物
応
急

危
険
度
判
定
士
を
派
遣
し
、
建
物
の

被
害
状
況
な
ど
を
診
断
し
ま
し
た
。

　
奈
良
屋
さ
ん
は
二
本
松
市
の
避
難

所
で
温
か
い
う
ど
ん
を
、
み
な
み
や

ま
観
光
㈱
さ
ん
は
、
田
村
市
の
避
難

所
で
豚
汁
を
そ
れ
ぞ
れ
提
供
し
、
避

難
者
に
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
永
田
地
区
を
は
じ
め
、
各

地
区
で
避
難
者
受
入
れ
に
御
協
力
い

た
だ
き
、
食
事
の
提
供
な
ど
、
温
か

く
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

集められた救援物資と仕分けするボランティア おにぎりを作るボランティア給油待ちの車でできた長い行列

野菜や花を届けてくれた樋口さん親子

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
に
届
け
よ
う

と
、
南
房
総
市
の
農
業
生
産
者
に
野

菜
等
の
提
供
を
依
頼
し
、
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
野
菜
や
花
を
、
ガ
ソ
リ

ン
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
自
ら
車

を
運
転
し
て
町
役
場
ま
で
届
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

2011.3.11 午後 2 時 46 分 ･･･放射能が人体に及ぼす影響について

　今回の大震災で被害を受けた東京電力福島原子力発電所の放射能漏れによる人体や農作物への影響
については、県内の一部市町村で水道水の摂取制限が出されたり、農産物等の出荷が停止されたりと
深刻な問題となっています。
　３月２８日に採取した町内の水道水（３６施設）からは、放射性物質は検出されませんでしたが、
今後も注意していく必要があります。
　以下、放射能の影響などについて、福島県放射線健康リスク管理アドバイザーの長崎大学大学院医
歯薬学総合研究科長（医学博士）山下俊一氏の記者会見内容の一部を紹介します。（福島県災害対策本
部ホームページより）

　３月３１日現在、町民の皆さまより、３５件、２，２８４，７９６円の義援金が寄せられました。
　この義援金は日本赤十字社を通し、被災された方々に迅速かつ公平に配分されます。
　町では、引き続き義援金を受け付けています。
１、募集期間　平成２３年９月３０日（金）まで
２、受付窓口　本庁健康福祉課社会福祉係および各総合支所町民課健康福祉係
　※直接、郵便振替・銀行振込することもできます。
　①郵便振替　加入者名 日本赤十字社東北関東大震災義援金
　　　　　　　口座番号　００１４０－８－５０７
　　　　　　※通信欄に「東北関東大震災義援金」と明記してください。
　　　　　　※窓口での取り扱いの場合、振替手数料は免除されます。
　②銀行振込　東邦銀行南福島支店　普通預金　口座番号　６１２６６８
　　　　　　　口座名義　日本赤十字社福島県支部
　　　　　　※窓口での取り扱いの場合、同行間の送金手数は無料です。

Ｑ：　福島市で環境放射能の測定値が１時間当たり２０マイクロシーベルトと高くなっているが、

　　安定ヨウ素剤の配布は必要ないのか？

Ａ：　１時間当たり２０マイクロシーベルトの放射線が降り注いだとして、人体に取り込まれる量は
　　約１／１０の１時間当たり２マイクロシーベルト以下か更に少ないと考えられます。２マイクロ

　　シーベルトを２４時間受け続けたとしても約５０マイクロシーベルトにしかなりません。

　　　世界中には、１年間に１０ミリシーベルトや５０ミリシーベルトの被ばくを自然界から受ける

　　放射線の高い地域があり、その環境下に住んでいる方々でも、将来ガンになるリスクは、他の地

　　域の方々と全く変わりません。

　　　安定ヨウ素剤の配布は、その場に２４時間滞在すると５０ミリシーベルトを超えると予測され

　　る場合になされます。現在の１時間当たり２０マイクロシーベルトは極めて少ない線量で、１ヶ

　　月続いた場合でも、人体に取り込まれる量は約１／１０のため１ないし２ミリシーベルトですの

　　で、健康への影響はなく、この数値で安定ヨウ素剤を今すぐ服用する必要はありません。

　　※シーベルト：放射線による人体への影響度合いを表す単位

　　　　　　　　　１マイクロシーベルト＝０．００１ミリシーベルト

Ｑ：　飲用水（水道水）から放射性ヨウ素が検出されているが、本当に安全なのか？

Ａ：　今回の事故で、環境中に放射能が放出されているのは事実です。しかし、３月１９日２３時現
　　在における数字は２４ベクレル／ kgであり、飲料水の基準値である３００ベクレル／ kgを大きく

　　下回っております。また、放射性ヨウ素の半減期は８日と短く、短期間で希釈されますので、甲

　　状腺が影響を受けるということは全くありません。また現状のレベルでは全く心配ありません。

　　 （一時、３００ベクレル／ kgを上回った地域もありますが、現在は下回っています）

　　※ベクレル：放射能の強さを表す単位。食品や水道水に含まれる放射性物質の量などを判断する

　　　　　　　　際に使う。

Ｑ：　半径２０～３０ｋｍの範囲を屋内退避区域として設定するのは妥当か？

Ａ：　チェルノブイリ原発の事例では、避難区域が最大３０ｋｍに設定されました。ただし、今回の
　　事故は、チェルノブイリ原発と同様の事故には至らないと思われるので、妥当な範囲と考えられ

　　ます。

御協力ありがとうございます

■問い合わせ　本庁健康福祉課社会福祉係　℡ 0241-62-6170　

▲平成23年４月号（No.61）
　東日本大震災発生。幸い町内で大き
　な被害はなかったものの、地震直後
　はガソリンや灯油などが手に入りに
　くくなり、路上には給油待ちの車で
　長い行列ができた。

▲平成23年７月号（No.64）
　前沢集落の選定は全国で 91地区目、
　県内では２地区目の選定。

▲平成23年９月号（No.66）
　新潟 ・福島豪雨災害発生。伊南地域
　など各地で土石流や土砂崩れなどの
　甚大な被害を引き起こした。

▲平成21年11月号（No.44）
　国道400号田島バイパス（高野～下郷町
　戸赤）が開通。冬期間通行止めとなっ
　ていた昭和村方面へのアクセスが向上。

▲平成22年12月号（No.57）
　福島県代表として、全国大会で洗練
　された操法技術を披露。
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▲創刊号（平成18年４月号）
　南会津町役場開庁。開庁式では庁舎
　看板の除幕とテープカットが行われた。
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▲平成18年７月号（No.４）
　南会津町合併記念式典開催。「町民憲章」や町の「町章」「花」「木」「鳥」の
　発表、合併功労者へ総務大臣表彰の授与が行われた。

平
成
24
年
３
月
31
日

山
口
保
育
所・
富
田
保
育
所
閉
所

平
成
24
年
３
月
28
日

南
郷
第
二
小
学
校
閉
校
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特集 　　広報紙で振り返る南会津町の 20 年

平
成
24
年
４
月
１
日

平
成
24
年
４
月
５
日

平
成
24
年
４
月
６
日

平
成
24
年
４
月
26
日

平
成
24
年
６
月
４
日

平
成
25
年
３
月
22
日

平
成
25
年
３
月
26
日

平
成
25
年
４
月
８
日

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
設
立

南
郷
保
育
所
開
所

南
郷
小
学
校
開
校

道
の
駅「
き
ら
ら
２
８
９
」
開
駅

田
島
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
開
所

檜
沢
小
学
校 

・
針
生
小
学
校 

・
伊
南
中
学
校
閉
校

南
郷
中
学
校
閉
校

桧
沢
小
学
校 
・
南
会
津
中
学
校
開
校

20122012
≪平成24年度≫≪平成24年度≫

20132013
≪平成25年度≫≪平成25年度≫

平
成
25
年
６
月
21
日

平
成
25
年
９
月
26
日

平
成
26
年
１
月
８
日

平
成
26
年
１
月
20
日

平
成
26
年
３
月
13
日

南
会
津
町
乾
杯
条
例
制
定

「
ん
だ
べ
ぇ
」
が
町
観
光
大
使
に
認
定

伊
南
小
学
校
新
校
舎
移
転

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
あ
い
づ「
ひ
か
り
園
」

開
園
式

ソ
チ
五
輪
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
男
子
ハ
ー
フ
パ
イ
プ

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
平
野
歩あ

ゆ
む夢

選
手
が
来
町

20142014
≪平成26年度≫≪平成26年度≫

20152015
≪平成27年度≫≪平成27年度≫

平
成
26
年
４
月
１
日

平
成
27
年
３
月
１
日

平
成
27
年
３
月
７
日

平
成
27
年
10
月
１
日

平
成
27
年
９
月
９
日

　
　
　
　
　
～
10
日

平
成
27
年
12
月
２
日

平
成
28
年
１
月
15
日

平
成
28
年
３
月
９
日

平
成
27
年
12
月
１
日

平
成
28
年
３
月
20
日

公
益
財
団
法
人
南
会
津
町
振
興
公
社
設
立

南
会
津
森
林
組
合
設
立

南
郷
ト
マ
ト
生
産
組
合
が
第
44
回
日
本
農
業
賞
大
賞

を
受
賞

伊
南
保
育
所
落
成
式

関
東・
東
北
豪
雨
災
害
発
生

南
会
津
町
民
の
歌
決
定

南
会
津
町
交
通
安
全
母
の
会
が「
全
日
本
交
通
安
全

協
会
交
通
安
全
優
良
団
体
」
を
受
賞

南
会
津
町
消
防
団
が
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰｢

竿
頭

綬｣

受
賞

新
中
山
ト
ン
ネ
ル
開
通

南
会
津
町
合
併
10
周
年

20162016
≪平成28年度≫≪平成28年度≫

20172017
≪平成29年度≫≪平成29年度≫

平
成
28
年
12
月
25
日

平
成
29
年
３
月
23
日

平
成
29
年
４
月
21
日

平
成
29
年
７
月
18
日

平
成
29
年
８
月
５
日

平
成
30
年
３
月
６
日

伊
南
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
オ
ー
プ
ン

檜
沢
中
学
校
閉
校

特
急「
リ
バ
テ
ィ
会
津
」
が
会
津
田
島
駅
に
乗
入
れ

役
場
新
庁
舎
開
庁
式

役
場
新
庁
舎
落
成
式

南
会
津
町
消
防
団
が
日
本
消
防
協
会
特
別
表
彰「
ま

と
い
」
を
受
賞

▲平成24年６月号（No.75）
　田島学校給食センターが開所。田島
　中学校・檜沢中学校・荒海中学校への
　学校給食の提供が開始。

▲平成24年５月号（No.74）
　きらら 289が県内で 24番目の道の駅
　として開所。（町内３番目）

▲平成26年２月号（No.95）
　南会津郡で初めてとなる児童発達支
　援事業所、発達支援センターみなみ
　あいづ「ひかり園」が開園。

▲平成26年４月号（No.97）
　小学校時代に、南郷スキー場を練習
　拠点にしていた平野歩夢選手が来町。
　南郷スキー場での思い出などを語った。

▲平成25年10月号（No.91）
　応募総数 927点の中から選ばれた南
　会津町のゆるキャラ「んだべぇ」が観
　光大使に認定。

▲平成27年10月号（No.115）
　関東・東北豪雨災害発生。桧沢川・荒
　海川・舘岩川が氾濫し、道路が崩落す
　るなどの甚大な被害を引き起こした。

▲平成29年１月号（No.130）
　伊南クロスカントリーコースがオー
　プン。県内３か所目となる全日本ス
　キー連盟公認のコース。

▲平成28年４月号（No.121）
　南会津町合併10周年記念式典開催。
　「町民の歌」を特設合唱団の皆さんが
　初披露。

▲平成29年５月号（No.134）
　夢と希望を乗せた東武鉄道の新型特
　急「リバティ会津」の１番列車が会津
　田島駅に到着。

▲平成29年８月号（No.137）
　南会津町役場新庁舎が開庁。開庁式
　でテープカットが行われ、新庁舎で
　の新たな業務がスタートした。

▲平成30年４月号（No.145）
　全国の消防団の中から活動が優秀な
　10団体のみに授与される「まとい」　
　県内９団目、会津地方では初の受賞。

平
成
28
年
10
月
19
日

南
郷
ト
マ
ト
の
販
売
額
が
22
年
ぶ
り
に
10
億
円
を
突
破
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20202020
≪令和２年度≫≪令和２年度≫

20192019
≪令和元年度≫≪令和元年度≫

令
和
５
年
３
月
30
日

令
和
８
年
３
月
20
日

県
立
田
島
高
等
学
校
閉
校

令
和
元
年
８
月
30
日

令
和
元
年
10
月
12
日

　
　
　
　

   

～
13
日

令
和
元
年
12
月
４
日

令
和
２
年
５
月
22
日

令
和
２
年
９
月
15
日

令
和
２
年
１
月
～　

ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
南
会
津
町
が
登
録

台
風
第
19
号
豪
雨
災
害
発
生

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
新
消
防
庁
舎
開
庁

令
和
元
年
度
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
初
の
４
蔵
元
入
賞

南
会
津
町
の
特
産
品
が
購
入
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
が
開
設

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
大
流
行

20212021
≪令和３年度≫≪令和３年度≫

20222022
≪令和４年度≫≪令和４年度≫

令
和
５
年
３
月
20
日

令
和
５
年
５
月
16
日

県
立
南
会
津
高
等
学
校
閉
校

鋏
山
が「
未
来
に
残
し
た
い
草
原
の
里
１
０
０
選
」
に
選
定

令
和
３
年
３
月
27
日

令
和
３
年
９
月
13
日

令
和
４
年
４
月
９
日

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催

会
津
高
原
星
の
郷
ホ
テ
ル
オ
ー
プ
ン

み
な
み
あ
い
づ
森
と
木
の
情
報 

・
活
動
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
き
と
ね
」
が
オ
ー
プ
ン

令
和
４
年
12
月
24
日

国
道
２
８
９
号
田
島
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通

　
こ
の
20
年
間
、
紙
面
だ
け
で
は
紹
介
し
き
れ
な

い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
南
会
津
町
に
は
ど
ん
な
歴
史
が

刻
ま
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
―

南
会
津
町
合
併
20
周
年

20232023
≪令和５年度≫≪令和５年度≫

20242024
≪令和６年度≫≪令和６年度≫

20252025
≪令和７年度≫≪令和７年度≫

令
和
５
年
４
月
10
日

令
和
５
年
９
月
22
日

令
和
６
年
５
月
27
日

令
和
７
年
３
月
１
日

令
和
７
年
12
月
26
日

令
和
７
年
４
月
１
日

令
和
７
年
４
月
26
日

令
和
６
年
８
月
30
日

令
和
５
年
８
月
４
日

県
立
南
会
津
高
等
学
校
開
校

南
会
津
町
消
防
団
に
初
と
な
る
女
性
消
防
団
員
が
誕
生

高
清
水
自
然
公
園
ひ
め
さ
ゆ
り
群
生
地
が「
未
来
に

残
し
た
い
草
原
の
里
１
０
０
選
」
に
選
定

県
立
南
会
津
高
等
学
校
南
郷
校
舎
閉
校

南
会
津
町
に
隕
石
落
下
か

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
と
南
会
津
地
方
環

境
衛
生
組
合
が
統
合

会
津
田
島
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
が 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

南
会
津
町
の
清
酒
が「
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）」
に
指
定

▼
酒
類
の
指
定
は
全
国
17
例
目
、
県
内
初
。

▼
小
規
模
自
治
体
、
町
単
独
で
の
指
定
は
全
国
初
。

ト
ル
コ・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
レ
ス
リ
ン
グ

Ｕ
17
世
界
選
手
権
女
子
40
キ
ロ
級
で
、
阿
久
津
こ
は
る

さ
ん（
中
荒
井
出
身
）
が
優
勝

▲平成30年５月号（No.146）
　施設の老朽化により閉館した「小豆温
　泉窓明の湯」が、国道352号沿いに移
　転しリニューアルオープン。

▲令和元年11月号（No.164）
　台風19号豪雨災害発生。道路が被災
　して通行止めになるなど広範囲にわ
　たり被害が確認された。

▲令和３年５月号（No.182）
　約2.2㎞のコースを、第１走者を務め
　た渡部さんのほか、11人のランナー
　が参加し、聖火をつないだ。

▲令和４年５月号（No.194）
　森林 ・林産業振興の拠点施設として、
　きとねがオープン。構造材はすべて
　南会津町産のSGEC認証材を使用。

▲令和５年１月号（No.202）
　全体延長2.2㎞の国道289号田島バイ
　パスが全線開通。４車線化された田
　島バイパスから栃木県方面への通り
　抜けが可能に。

▲令和５年５月号（No.206）
　田島高校と南会津高校が統合し、南
　会津高校が誕生。開校式では新しい
　校歌が披露された。

▲令和５年11月号（No.212）
　南会津町消防団初の女性消防団員６
　名が誕生。女性目線での活躍が期待
　される。

▲令和６年10月号（No.223）
　地理的表示（ＧＩ）制度は、地域で長
　年育まれた特性があり、品質などが
　生産地と結び付いている名称を知的
　財産として保護する制度。

過去の広報紙
はコチラ

20182018
≪平成30年度≫≪平成30年度≫

平
成
30
年
11
月
29
日

平
成
30
年
10
月
24
日

平
成
30
年
４
月
７
日

平
成
30
年
８
月
６
日

会
津
縦
貫
南
道
路
５
工
区
起
工
式

水
道
事
業
が「
水
道
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
賞
特
別
賞
」
を
受
賞

新「
小
豆
温
泉
窓
明
の
湯
」
オ
ー
プ
ン

南
郷
ト
マ
ト
が「
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）」
に
県
内
で

初
め
て
指
定

▲平成31年１月号（No.154）
　「会津縦貫南道路」全６工区のうち、
　着工済の４工区（下郷町）に続き、２
　工区目となる５工区が着工。

令
和
３
年
６
月
９
日

広
報
み
な
み
あ
い
づ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

▼
ロ
ゴ
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
、
現
在
の
紙
面
に
。


